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ふるさとの街・探訪記《江南市》
◆木曽川とともに歴史を刻む、江南市

ＡＲＥＡＲＥＰＯＲＴ
◆青木川放水路と江南市の未来プロジェクト

気ままにJOURNEY
◆苦難を夢に変えていく英雄たち。その青春の舞台。

歴史ドキュメント
◆近世における悪水問題とその対策

TALK&TALK
◆輪中と悪水湛水

民話の小箱
◆清水のお菊

木曽川文庫は治水の資料館。
水の大切さや恐ろしさを歴史から学び、
これからの治水を皆様とともに考えていきたいと思っています。
春号は木曽川左岸にひらけた江南市から
その歴史や治水・用水事業を中心に、
今回から特集する内水対策では、
近世の内水被害とその対策をご紹介します。



木
曽
川
左
岸
に
広
が
る
扇
状
地

木
曽
川
を
中
国
の
揚
子
江
に
見
立
て
、
そ
の
南
側

に
位
置
す
る
こ
と
か
ら
名
づ
け
ら
れ
た「
江
南
市
」は
、

木
曽
川
の
恵
み
を
受
け
た
肥
沃
な
扇
状
地
で
す
。
扇

状
地
に
は
木
曽
川
の
分
派
流
の
一
之
枝
川（
石
枕
川
）

二
之
枝
川（
般
若
川
）三
之
枝
川

（
浅
井
川
）が
放
射
状
に
流
れ
て
お

り
、
幾
度
か
の
洪
水
や
河
川
改
修

な
ど
で
川
の
流
路
は
し
ば
し
ば
変

わ
っ
て
い
ま
す
。

肥
沃
な
土
壌
と
温
暖
な
気
候

に
よ
り
、
花
卉
・
野
菜
を
中
心
と

す
る
農
業
と
繊
維
産
業
が
発
展
。

名
古
屋
市
か
ら
約
二
〇
㎞
圏
に

位
置
し
、
公
共
交
通
機
関
で
約
二

〇
分
で
結
ば
れ
る
な
ど
利
便
性
が
高
く
、
早
く
か
ら

ベッ
ド
タ
ウ
ン
化
が
進
み
、
岐
阜
県
側
の
地
域
と
の
交

通
結
節
点
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
一
六
年
に
は
、

市
制
五
〇
周
年
を
迎
え
ま
す
。

壬
申
の
乱
と
村
国
男
依

古
く
は
先
土
器
時
代
よ
り
、
人
々
が
狩
猟
や
採
集

を
し
な
が
ら
生
活
を
し
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
が
、こ

の
時
代
の
遺
跡
は
江
南
市
で
は
発
見
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
縄
文
時
代
か
ら
平
安
期
に
か
け
て
の
遺
跡
は
市

内
の
三
三
箇
所
に
分
布
。
扇
状
地
の
末
端
と
し
て
、
開

発
が
古
く
か
ら
進
ん
で
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
ま

す
。
今
な
お
残
る
古
墳
に
二
子
山
古
墳
、
富
士
塚
古

墳
な
ど
が
あ
り
、
こ
れ
ら
は
古
墳
時
代
終
わ
り
頃
に

形
成
さ
れ
た
前
方
後
円
墳
。
古
代
の
豪
族
の
存
在
を

示
唆
し
て
い
ま
す
。
江
南
市
は
古
く
か
ら
中
央
と
の

関
係
も
深
く
、
御
厨
、
荘
園
が
所
在
し
て
い
ま
し
た
。

古
代
国
家
が
完
成
す
る
前
の
壬
申
の
乱（
六
七
二
）に

は
、
当
地
で
も
大
軍
が
動
員
・
従
事
。
合
戦
で
功
労
を

あ
げ
た
武
将
、
村
国
男
依
は
美
濃
国
木
曽
川
北
岸
各

務
郡
村
国
郷
の
豪
族
で
、
南
岸
の
江
南
の
地
、
村
国
郷

も
そ
の
所
領
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
村
久
野
音
楽

寺
は
、
村
国
氏
の
建
立
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
付
近
か

ら
は
布
目
瓦
、
蓮
華
文
瓦
が
出
土
。
古
い
寺
院
の
存

在
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

承
久
の
乱
と
曼
陀
羅
寺

後
鳥
羽
上
皇
が
鎌
倉
幕
府
打
倒
の
命

令
を
発
し
た
こ
と
か
ら
、
承
久
の
乱（
一

二
二
一
）が
勃
発
。
木
曽
川
沿
岸
一
帯
が

決
戦
場
と
な
り
ま
し
た
。
近
世
、
渡
船
場

と
し
て
に
ぎ
わ
っ
た
草
井
の
渡
し
の
起
源

は
古
く
、
都
へ
攻
め
上
る
鎌
倉
幕
府
の
軍

勢
が
渡
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
木
曽
川
の
合
戦
で
総
崩
れ
と
な
っ
た
上
皇
方
は
、
宇

治
川
の
合
戦
で
も
破
れ
、
乱
は
鎌
倉
幕
府
の
完
勝
に

終
わ
り
ま
し
た
。

江
南
市
前
飛
保
に
あ
る
曼
陀
羅
寺
は
、
鎌
倉
幕
府

打
倒
を
め
ざ
し
た
後
醍
醐
天
皇
ゆ
か
り
の
名
刹
で
す
。

天
皇
の
勅
願
に
よ
り
叔
父
の
乗
運
上
人
に
よ
り
、
元

徳
元
年（
一
三
二
九
）に
建
立
さ
れ
ま
し
た
。
京
都
御

所
紫
宸
殿
を
模
し
た
正
堂
や
、
唐
門
な
ど
が
造
ら
れ
、

そ
の
回
り
に
は
一
四
の
塔
頭
を
配
し
、
隆
盛
を
極
め

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
現
存
す
る
正
堂
・
書
院
は
国

の
重
要
文
化
財
に
、
地
蔵
堂
は
県
の
有
形
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

武
功
夜
話
に
見
る
、
戦
国
武
将
の
青
春

南
北
朝
の
崩
壊
を
経
て
迎
え
た
戦
国
時
代
。
江
南

市
は
織
田
信
長
、
豊
臣
秀
吉
な
ど
、
戦
国
武
将
た
ち

ふ
る
さ
と
の
街
・
探
訪
記
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木
曽
川
左
岸
に
ひ
ら
け
た
江
南
市
は
、肥
沃
な
扇
状
地
。

尾
張
と
美
濃
の
境
界
線
と
な
っ
て
い
た
木
曽
川
は
、幾
多
の
合
戦
の
舞
台
に
な
り
ま
し
た
。

鎌
倉
幕
府
打
倒
を
め
ざ
し
た
承
久
の
乱
で
は
、草
井
の
渡
し
が
合
戦
場
に
。

戦
国
時
代
に
は
、若
き
信
長
や
秀
吉
が
、天
下
を
夢
見
て
、こ
の
地
で
青
春
を
過
ご
し
ま
す
。

太
平
の
江
戸
の
世
に
は
、御
囲
堤
や
宮
田
用
水
な
ど
、治
水
・
利
水
事
業
に
相
次
い
で
着
手
。

草
井
湊
や
宮
田
湊
は
交
通
の
要
地
と
し
て
繁
栄
し
ま
し
た
。

大
正
時
代
、名
鉄
犬
山
線
が
開
通
す
る
と
、繊
維
産
業
な
ど
が
発
展
。

現
在
で
は
、「
生
活
環
境
創
造
都
市
」を
基
本
理
念
に
、環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

木
曽
川
と
と
も
に
歴
史
を
刻
む
、江
南
市

木 

曽 

川 

三重県 

川 

江
南
市 

長 

良 

川 愛知県 
揖 

斐 

岐阜県 

滋
賀
県 

伊勢湾 

江南市空撮

が
天
下
統
一

を
夢
見
て
、

青
春
を
過
ご

し
た
所
で
す
。

彼
ら
の
若
き

素
顔
に
光
を

当
て
た
の
が
、

昭
和
三
四
年
に
吉
田
家
か
ら
発
見
さ
れ
た
古
文
書

「
武
功
夜
話
」で
す
。
吉
田
家
の
祖
先
は
、
豊
臣
秀
吉

の
側
近
と
し
て
活
躍
し
た
前
野
将
右
衛
門
。
こ
の
前

野
一
族
が
記
し
た
文
献
が「
武
功
夜
話
」。
秀
吉
が
信

長
に
仕
え
て
い
く
過
程
や
信
長
が
尾
張
を
統
一
す
る

ま
で
の
合
戦
な
ど
、
信
長
・
秀
吉
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
こ
と
が
詳
細

に
書
き
残
さ
れ

て
い
ま
す
。

「
武
功
夜
話
」

に
よ
れ
ば
、
秀

吉
が
信
長
に
仕

え
る
よ
う

に
な
っ
た

の
は
生

駒
屋
敷

五
条
川 

155

県
道
小
渕
・
江
南
線 

県道
浅井
・犬
山線
 

般
若
用
排
水 

般若川 

木曽川 

宮田用水 

青
木
川
　
　 

一
宮
市 

大
口
町 

扶
桑
町 

岐阜県 

こうなん 

名鉄
犬山
線 

赤童子 

般若 

ほてい 布袋 

北野 

後飛保 

慈光堂 

草井 

小折束 

河野 

宮田 

二子山古墳

音楽寺遺跡の出土品

草井渡し跡

草井渡し（昭和当時）



脱
穀
と
精
米
、
小
麦
等
の
製
粉
、
綿
実
か
ら
の
油
の
製

造
を
開
始
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
産
業
に
伴
っ
て
、
製

品
を
運
ぶ
舟
運
業
も
成
長
を
遂
げ
ま
し
た
。

木
曽
川
沿
岸
に
位
置
す
る
宮
田
は
、
水
車
業
と
並

ん
で
舟
運
業
で
も
繁
栄
し
、
天
保
一
四
年（
一
八
四

三
）に
は
、
三
五
艘
ほ
ど
の「
中
鵜
飼
舟
」が
、
穀
物
や

油
・
粕
な
ど
の
生
活
物
資
を
輸
送
し
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
草
井
の
渡
し
は
、
尾
張
と
美
濃
を
結
ぶ
交
通
の
要

地
。
草
井
村
の
舟
が
前
渡（
岐
阜
県
）へ
の
米
輸
送
や
、

名
古
屋
か
ら
の
味
噌
・
た
ま
り
等
を
宮
田
湊
ま
で
輸
送

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
昭
和
四
四
年（
一
九
六
九
）愛

岐
大
橋
の
完
成
に
よ
り
、
渡
船
は
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

キ
リ
シ
タ
ン
の
迫
害

徳
川
幕
府
の
政

策
に
、
キ
リ
ス
ト
教

禁
制
が
あ
り
ま
す
。

寛
文
七
年（
一
六

六
七
）に
は
、
か
つ

て
前
野
家
が
キ
リ

シ
タ
ン
だ
っ
た
こ
と

で
、
聞
き
書
き「
先
祖
武
功
夜
話
」を
書
い
た
前
野
千

代
女
は
、
夫
や
姉
妹
と
と
も
に
名
古
屋
の
千
本
松
原

で
打
ち
首
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
年
は
、
前
野
村
だ
け

で
も
五
名
の
男
女
が
捕
ら
え
ら
れ
、
処
刑
さ
れ
ま
し

た
。
キ
リ
シ
タ
ン
の
烙
印
を
押
さ
れ
な
が
ら
も
、
庄
屋

と
し
て
生
き
の
び
て
い
く
の
は
並
大
抵
の
こ
と
で
は
な

く
、
当
時
の
一
九
代
茂
平
治
雄
武
は
尾
張
藩
か
ら
も

ら
っ
て
い
た
キ
リ
シ
タ
ン
で
は
な
い
と
い
う
証
明
書「
自

分
一
札
」を
庭
石
に
ま
で
刻
ん
で
、
家
を
守
ろ
う
と
し

た
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
を
め
ざ
し
て

中
世
・
近
世
を
通
し
て
、
江
南
市
で
は
養
蚕
が
盛

ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
明
治
中
期
以
降
、
近
代

的
な
設
備
の
導
入
に
よ
り
、
製
糸
業
が
発
展
。
大
正

末
期
に
は
最
盛
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
大
正
元
年（
一

九
一
二
）に
は
、
名
鉄
犬
山
線
が
開
通
し
、
地
内
に
、

小
折
・
布
袋
・
古
知
野（
現
江
南
）・
宮
後
の
各
駅（
現

在
、
小
折
・
宮
後
は
廃
駅
）が
開
設
さ
れ
、
周
辺
地
域

と
の
結
び
つ
き
が
強
く
な
り
ま
し
た
。

の
川
側
に
さ
ら
に
築
い
た
の
が「
猿
尾
」で
す
。「
草
井

の
大
猿
尾
」も
こ
の
時
、
築
造
さ
れ
ま
し
た
。

宮
田
用
水
と
木
津
用
水

御
囲
堤
の
工
事
の
結
果
、
木
曽
川
か
ら
枝
分
か
れ

し
て
い
た
派
川
が
締
切
ら
れ
水
が
流
れ
込
ま
な
く
な

っ
た
の
で
、
そ
れ
ら
の
河
川
は
水
源
を
失
い
、
平
地
の

排
水
河
川
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
慶
長
一
三
年

（
一
六
〇
八
）、
現
在
の
江
南
市
と
一
宮
市
の
辺
り
に

そ
れ
ぞ
れ
杁（
木
曽
川
か
ら
取
水
す
る
た
め
の
水
門
）

を
築
造
し
、
用
水
路
も
整
備
。
現
在
の
宮
田
用
水
の

原
形
で
あ
る
般
若
用
水
と
大
江
用
水
が
完
成
し
ま
し

た
。
ま
た
、
慶
安
元
年（
一
六
四
八
）に
は
、
宮
田
用
水

取
入
口
の
上
流
部
か
ら
水
を
取
り
入
れ
る
た
め
、
木

津
用
水
を
開
削
。
明
治
時
代
に
は
舟
で
名
古
屋
へ
物

資
を
運
ぶ
た
め
、
木
曽
川
と
庄
内
川
を
結
ぶ
水
路
と

し
て
も
利
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

水
車
業
と
木
曽
川
舟
運

御
囲
堤
に
よ
る
木
曽
川

の
流
路
が
定
ま
っ
て
く
る

と
、
木
曽
川
の
水
を
利
用

し
た
水
車
業
が
発
達
。
貞

享
二
年（
一
六
八
五
）、
宮

田
の
庄
屋
を
務
め
た
栗
本

平
右
衛
門
が
水
車
に
よ
る

で
の
吉
乃
の
口
添
え
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
伝
え
て
い
ま

す
。
生
駒
家
は
、
馬
借（
運
送
業
）を
業
と
し
、
灰
や
油

を
商
っ
た
豪
族
。
小
折
集
落
に
構
え
た
生
駒
屋
敷
は
、

小
折
城
と
も
よ
ば
れ
る
ほ
ど
広
大
な
も
の
で
、
そ
の
勢

力
を
物
語
っ
て
い
ま
し
た
。
吉
乃
は
生
駒
家
の
娘
。
信

長
の
側
室
と
し
て
二
男
一
女
を
産
ん
で
い
ま
す
。
天
下

布
武
を
め
ざ
し
た
信
長
は
、
生
駒
家
の
経
済
力
と
商

売
で
得
る
全
国
か
ら
の
情
報
収
集
力
に
着
目
し
、
婚

姻
関
係
を
結
ん
だ
の
で
し
ょ
う
。
こ
の
生
駒
家
と
ゆ
か

り
が
あ
る
の
が
、
蜂
須
賀
小
六
と
前
野
一
族
が
率
い

る
川
並
衆
で
す
。
小
六
は
母
の
在
所
で
あ
る
宮
後
の

安
井
屋
敷
に
住
む
川
並
衆
の
棟
梁
で
、
配
下
は
約
数

千
人
。
尾
張
・
美
濃
の
国
境
の
木
曽
川
を
舞
台
に
活

躍
し
、
南
蛮
伝
来
の
種
子
島（
鉄
砲
）な
ど
で
武
装
し
、

領
主
や
地
頭
か
ら
も
あ
る
程
度
独
立
し
た
武
装
集
団

で
し
た
。
秀
吉
は
蜂
須
賀
党
や
前
野
党
な
ど
の
川
並

衆
の
協
力
に
よ
り
、
墨
俣
一
夜
城
の
築
城
を
成
功
さ

せ
、
出
世
街
道
の
糸
口
を
つ
か
み
ま
し
た
。

信
長
の
死
後
、
家
康
と
秀
吉
が
覇
権
を
争
っ
た
小

牧
・
長
久
手
の
合
戦
で
、
秀
吉
陣
営
の
木
曽
川
越
え
に

協
力
し
た
の
が
、
草
井
の
船
頭
で
す
。
秀
吉
は
褒
美
と

し
て
門
並
役
を
免
除
し
て
い
ま
す
。
木
曽
川
は
関
ケ

原
の
合
戦
で
も
、
戦
場
に
。
東
軍
の
武
将
た
ち
は
曼

陀
羅
寺
に
集
ま
り
、
軍
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
関
ケ
原
の
合
戦
を
前
に
、
秀
次
事
件
に
連
座

し
た
前
野
将
右
衛
門
は
自
害
。
蜂
須
賀
小
六
の
嫡
子

家
政
は
阿
波
一
七
万
石
の
藩
主
と
な
り
ま
し
た
。

御
囲
堤
と
草
井
の
猿
尾

江
戸
時
代
の
江
南
市
に
は
、
三
六
の
村
が
あ
り
、

尾
張
藩
領
と
し
て
小
牧
代
官
所
及
び
北
方
代
官
所
の

管
轄
下
に
置
か
れ
ま
し
た
。

御
囲
堤
の
名
で
知
ら
れ
る
濃
尾
平
野
の
長
大
な
木

曽
川
堤
防
は
、
慶
長
一
四
年（
一
六
〇
九
）に
竣
工
。

水
害
防
御
や
交
通
路
と
し
て
の
木
曽
川
の
機
能
の

強
化
、
そ
し
て
西
国
へ
の
軍
事
防
御
ラ
イ
ン
を
目
的

に
築
造
さ
れ
ま
し
た
。

御
囲
堤
は
、
尾
張
の
国
す
べ
て
の
村
々
を
水
害
か

ら
守
っ
た
訳
で
は
な
く
、
江
南
市
の
草
井
・
鹿
子

島
・
宮
田
な
ど
の
村
は
、
堤
の
川
側
へ
取
り
残
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
村
々
を
抱
え
る
よ
う
に
御
囲
堤

ふるさとの街・探訪記

ふ
る
さ
と
の
街
・
探
訪
記

2
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』

角
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書
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自
然
災
害
と

し
て
は
、
明
治

元
年（
一
八
六

八
）に
入
鹿
切

れ
が
発
生
。
犬

山
市
に
あ
る
入

鹿
池
の
堤
防
が

決
壊
し
、
江
南

市
で
は
農
作
物

に
多
大
な
被
害

が
で
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、

年
貢
減
免
を
求

め
る
動
き
も
起

き
て
い
ま
す
。
ま

た
、
濃
尾
地
震

や
伊
勢
湾
台
風
に
お
い
て
も
、
そ
の
被
害
は
深
刻
で
し

た
。
昭
和
二
九
年（
一
九
五
四
）に
は
、
丹
羽
郡
古
知

野
町
・
布
袋
町
、
葉
栗
郡
宮
田
町
・
草
井
村
の
四
か
町

村
の
合
併
に
よ
り
、
現
在
の
江
南
市
が
誕
生
。
肥
沃

な
土
地
が
支
え
る
農
業
を
は
じ
め
、
イ
ン
テ
リ
ア
織
物

を
地
場
産
業
に
も
つ
名
古
屋
近
郊
の
住
宅
都
市
と
し

て
成
長
を
遂
げ
ま

し
た
。
現
在
は
、

第
四
次
総
合
計
画

の
基
本
理
念
「
生

活
環
境
創
造
都

市
」を
め
ざ
し
、
環

境
に
や
さ
し
い
ま

ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
ま
す
。

御囲堤と猿尾

水車と搗臼・挽臼

「当家ハ切支丹宗門ニ非ス」と刻まれた石

明治３７年創業の愛知館の工場内

伊勢湾台風被害
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青
木
川
放
水
路
と

江
南
市
の
未
来
プ
ロ
ジェ
ク
ト

大
口
町

大
口
町 

木曽川 

宮田用水 

扶桑町 

五条川 

青木川放水路 

般
若
川

般
若
川 

昭
和
川

昭
和
川 

青
木
川

青
木
川 

木
津
用
水

木
津
用
水 

奈
良
子
川

奈
良
子
川 

木曽川 

宮田用水 排水機場 排水機場 

扶桑町 

五条川 

青木川放水路 

般
若
川 

昭
和
川 

青
木
川 

木
津
用
水 

大
口
町 

奈
良
子
川 

過去の浸水区域 

木
曽
川
の
支
派
川
が
放
射
線
上
に
流
れ
る
江
南
市
。

こ
う
し
た
小
河
川
は
川
幅
も
狭
く
流
路
も
短
い
こ
と
か
ら
、

連
年
の
よ
う
に
水
害
を
も
た
ら
し
、

都
市
化
の
進
展
に
伴
っ
て
、ま
す
ま
す
被
害
は
深
刻
化
し
ま
し
た
。

こ
の
水
害
を
解
決
す
る
た
め
に
実
施
さ
れ
た
の
が
、青
木
川
放
水
路
の
整
備
で
す
。

平
成
七
年
に
は
一
部
が
完
成
し
、新
し
い
治
水
施
設
と
し
て
期
待
を
集
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、江
南
市
で
は
環
境
事
業
を
基
軸
と
し
た
未
来
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
着
々
と
進
行
し
て
い
ま
す
。

古
知
野
を
再
び
桃
源
郷
に

木
曽
川
は
俗
に「
木
曽
七
流
」と
呼
ば
れ
た
暴
れ

川
。
古
来
よ
り
し
ば
し
ば
氾
濫
を
繰
り
返
し
、
水
害

を
引
き
起
こ
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
木
曽
川
が
形
成

し
た
砂
れ
き
の
堆
積
地
が
犬
山
市
を
頂
点
と
す
る

木
曽
川
扇
状
地
で
す
。
こ
こ
で
は
木
曽
川
の
支
派
川

で
あ
る
般
若
川
、
青
木
川
、
昭
和
川
、
奈
良
子
川
等

の
小
河
川
が
連
年
の
よ
う
に
洪
水
を
繰
り
返
し
、
と

り
わ
け
、
江
南
市
に
お
い
て
は
深
刻
な
状
況
。
昭
和

五
一
年
の
豪
雨
時
に
は
江
南
市
を
は
じ
め
、
千
三
百

ha
の
区
域
で
浸
水
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
水
の
脅
威
も
一
方
で
は
恵
み
の
水
に
。

江
南
市
古
知
野
町
花
霞
一
帯
は
、
明
治
初
年
に
は
桃

林
の
中
を
般
若
川
が
流
れ
、
花
霞
の
里
と
も
桃
源
郷

と
も
呼
ば
れ
た
ほ
ど
の
美
し
さ
で
し
た
。
し
か
し
な

が
ら
現
在
で
は
繁
華
な
市
街
地
と
な
り
、
時
間
雨
量

が
二
〇
㎜
以
上
と
も
な
れ
ば
般
若
川
は
氾
濫
し
、
こ

の
桃
源
を
水
浸
し
に
す
る
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

特
に
平
成
二
年
に
は
年
九
回
も
の
浸
水
が
発
生

し
て
お
り
、
岐
阜
や
名
古
屋
の
交
通
結
節
点
で
あ
る

江
南
市
の
被
害
は
局
地
に
と
ど
ま
ら
ず
、
広
域
に
及

ん
で
い
ま
す
。

こ
の
桃
源
が
桃
源
郷
の
名
に
値
す
る
に
は
、
毎
年

引
き
起
こ
さ
れ
て
い
る
浸
水
被
害
を
防
御
す
る
必
要

が
あ
り
、
そ
の
切
り
札
と
し
て
青
木
川
放
水
路
の
事

業
が
始
ま
り
ま
し
た
。

青
木
川
の
現
況

そ
も
そ
も
青
木
川
は
木
曽
川
の
一
之
枝
川
と
呼

ば
れ
て
い
ま
し
た
。
大
雨
が
降
る
と
木
曽
川
は
氾
濫

し
、
蛇
行
す
る
水

の
流
れ
の
跡
が
低

水
路
と
な
っ
て
、
一

之
枝
川
、
二
之
枝

川
な
ど
を
形
成
し

た
の
で
し
た
。
こ

う
し
た
小
河
川
は

幾
度
か
の
洪
水
や

河
川
改
修
に
よ
り

流
路
が
変
更
さ

れ
、
現
在
の
青
木

川
は
一
級
河
川
・
庄
内
川
水
系
に
。
新
川
支
川
五
条

川
の
右
支
川
と
し
て
、
一
宮
市
・
犬
山
市
・
江
南
市
・

大
口
町
・
扶
桑
町
の
排
水
を
担
っ
て
い
ま
す
。

青
木
川
放
水
路
の
計
画
の
背
景
に
は
、
急
激
に
進

ん
だ
都
市
化
の
波
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
新
興
都
市
の

出
現
は
、
治
水
面
で
も
大
き
な
弊
害
を
起
こ
す
だ
ろ

う
と
予
測
さ
れ
た
か
ら
で
す
。
田
畑
で
あ
れ
ば
地
面

に
し
み
込
む
雨
水
も
、
道
路
や
宅
地
で
は
逃
げ
場
を

失
う
こ
と
に
。
道
路
冠
水
や
商
店
街
へ
の
浸
水
は
、

そ
の
ま
ま
隣
接
す
る
地
域
へ
も
流
出
す
る
こ
と
に
な

り
、
浸
水
被
害
は
年
々
増
加
の
一
途
を
た
ど
り
ま
し

た
。

青
木
川
の
治
水
計
画

青
木
川
を
含
む
新
川
流
域
は
、
総
合
治
水
対
策
事

業
に
指
定
さ
れ
、
昭
和
五
六
年
よ
り
工
事
は
始
ま
り

ま
し
た
。

特
に
、
青
木
川
は
川
の
容
量
が
極
め
て
小
さ
く
、

ひ
と
た
び
大
雨
が
降
れ
ば
、
す
べ
て
の
降
雨
量
を
押

し
流
す
排
水
能
力
が
乏
し
い
た
め
、
大
幅
な
河
道
改

昭和51年9月江南市街地の浸水

ポロティ式駐車場

青木川洪水状況

青木川放水路
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修
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
流
域
内
に
治
水
緑
地
な
ど
水
の
遊
び
場
を

設
け
、
降
雨
量
の
す
べ
て
が
一
挙
に
川
に
流
れ
る
こ

と
を
防
ぐ
と
と
も
に
、
江
南
市
中
心
部
・
扶
桑
町
・

大
口
町
に
お
け
る
浸
水
被
害
を
軽
減
す
る
た
め
、
青

木
川
の
支
川
で
あ
る
般
若
川
、
昭
和
川
、
奈
良
子
川

か
ら
あ
ふ
れ
た
水
の
一
部
を
木
曽
川
へ
排
水
す
る

青
木
川
放
水
路
が
計
画
さ
れ
ま
し
た
。

着
々
と
進
行
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

青
木
川
放
水
路
の
計
画
の
大
き
な
特
徴
は
、
地
下

水
路
で
あ
る
と
い
う
点
で
す
。
一
帯
が
新
興
都
市
と

い
う
立
地
条
件
の
た
め
、
新
し
い
河
道
を
整
備
す
る

た
め
の
用
地
取
得
が
困
難
と
い
う
理
由
か
ら
、
こ
の

計
画
が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

放
水
路
は
約
一
五
年
の
歳
月
を
か
け
て
、
平
成
六

年
に
一
部
完
成
。
排
水
機
場
は
平
成
三
年
か
ら
建
設

が
始
ま
り
、
平
成
七
年
に
は
一
部
が
完
成
し
、
新
た

な
治
水
施
設
と
し
て
期
待
を
集
め
て
い
ま
す
。

放
水
路
と
調
整
池

洪
水
時
に
は
、
般
若
川
や
青
木
川
、
昭
和
川
、
奈

良
子
川
か
ら
の
水
を
放
水
路
で
、
木
曽
川
南
派
川
へ

送
り
、
ポ
ン
プ
で
排
水
し
ま
す
。
放
水
量
は
最
高
二

五
m3
／
ｓ
。
排
水
に
あ
た
っ
て
は
木
曽
川
の
水
質
に

影
響
を
与
え
な
い
よ
う
な
施
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
そ

れ
ぞ
れ
の

河
川
と
放

水
路
が
交

差
す
る
所

に
は
分
水

池
や
調
整

池
を
設
け
、

よ
り
安
全

に
水
が
流

れ
る
よ
う

に
し
て
い

ま
す
。

調
整
池

の
機
能
は
、
治
水
面
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
水
辺

に
ふ
さ
わ
し
い
自
然
の
景
観
を
創
出
す
る
こ
と
も
そ

の
一
環
で
す
。
青
木
川
の
交
差
部
に
設
け
ら
れ
た
調

整
池
も
同
様
で
、
こ
れ
ら
の
調
整
池
は
洪
水
調
節
を

図
る
と
と
も
に
、
普
段
は
公
園
や
運
動
場
と
し
て
開

放
、
市
民
が
集
う
広
場
と
し
て
も
愛
さ
れ
て
い
ま
す
。

排
水
機
場
の
機
能

放
水
路
か
ら
流
れ
て
き
た
水
を
排
水
す
る
た
め

に
、
木
曽
川
南
派
川
・
小
網
橋
下
流
の
左
岸
に
建
設

さ
れ
た
の
が
青
木
川
放
水
路
排
水
機
場
で
す
。

最
新
の
集
中
管
理
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
豪
雨
や

洪
水
な
ど
の
状
況
を
迅
速
、
そ
し
て
正
確
に
監
視
。

運
転
管
理
を

情
報
面
か
ら

支
え
、
放
水

路
や
排
水
機

場
全
体
の
中

枢
機
能
と
し

て
、
洪
水
時

に
大
き
な
役

割
を
果
た
し

て
い
ま
す
。

江
南
市
の
未
来
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

《
公
共
下
水
道
、い
よ
い
よ
供
用
開
始
》

下
水
道
は
美
し
い

環
境
を
守
っ
て
い
く

上
で
、
基
盤
と
な
る

設
備
で
す
。
江
南
市

の
公
共
下
水
道
は
、

五
条
川
右
岸
流
域
下

水
道
に
接
続
す
る
流

域
関
連
公
共
下
水
道

と
し
て
、
平
成
六
年

か
ら
工
事
を
開
始
。

一
四
〇
ha
に
及
ぶ
地
域
の
下
水
道
整
備
が
始
ま

り
ま
し
た
。
平
成
一
一
年
か
ら
は
約
一
九
四
ha

の
追
加
認
可
を
受
け
、
工
事
を
続
行
。
現
在
、
愛

知
県
で
工
事
中
の
五
条
川
右
岸
浄
化
セ
ン
タ
ー

へ
通
ず
る
流
域
下
水
道
第
一
幹
線（
布
袋
工
区
・

木
賀
工
区
）は
平
成
一
四
年
三
月
に
完
成
。
江
南

市
に
お
い
て
も
、
平
成
一
四
年
八
月
に
待
望
の

公
共
下
水
道
の
供
用
開
始
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

《
環
境
に
や
さ
し
い
、し
み
ず
公
園
構
想
》

潤
い
あ
ふ
れ
た
市

民
生
活
の
た
め
に
は
、

公
園
整
備
は
大
切
な

課
題
で
す
。
江
南
市
で

は「
第
四
次
総
合
計
画
」

に
基
づ
い
て
、
環
境
に

や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
展
開
。
青
木
川
の
水

源
で
あ
っ
た「
前
野
の
清
水
」を
活
用
し
た
し

み
ず
公
園
の
整
備
も
、
こ
の
計
画
の
一
環
で

す
。公

園
の
総
合
的
な
イ
メ
ー
ジ
は
、
江
南
市
の

基
本
設
計
を
基
に
小
学
生
た
ち
の
ア
イ
デ
ア
を

取
り
入
れ
て
作
成
。
早
く
か
ら
環
境
事
業
に

取
り
組
む
江
南
市
で
は
、
小
学
校
な
ど
が
続
々

と
花
い
っ
ぱ
い
運
動
や
緑
化
事
業
に
参
加
。
そ

ん
な
活
動
の
中
で
、
小
学
生
た
ち
は
ふ
る
さ
と

江
南
市
の
未
来
の
姿
を
描
い
て
い
っ
た
の
で
し

ょ
う
。「
し
み
ず
公
園
」の
基
本
方
針
は
、
次
の

三
点
で
す
。

「
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
の
場
」

か
つ
て
、
青
木
川
水
源
地
で
あ
っ
た
前
野
の
清

水
の
効
果
的
な
活
用
と
青
木
川
の
水
辺
空
間
を

生
か
し
た
ビ
オ
ト
ー
プ
拠
点
の
創
出
。

「
地
域
の
個
性
を
演
出
す
る
場
」

近
年
ま
で
湧
き
水
が
出
て
い
た
こ
と
と
、
か

つ
て
湿
地
で
あ
っ
た
計
画
地
の
原
風
景
を
演
出
。

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
の
場
」

「
清
水
の
お
菊
」伝
説
な
ど
、
歴
史
と
自
然
を

通
し
て
世
代
間
の
交
流
を
図
る
場
を
創
出
。
ま

た
新
旧
住
民
が
世
代
を
越
え
、
気
軽
に
憩
う
場

を
目
的
と
す
る
。

《
花
卉
園
芸
植
物
園
の
整
備
促
進
》

花
卉
園
芸
植
物
園
は
、
国
営
木
曽
三
川
公
園

尾
張
北
部
緑
地
江
南
拠
点
と
し
て
、
平
成
七
年
に

計
画
さ
れ
ま
し
た
。
国
際
化
と
緑
の
博
覧
会
の
理

念
を
継
承
し
、
他
の
都
市
緑
化
植
物
園
と
の
有
機

的
連
携
を
図
り
つつ
、
市
民
が
ゆ
と
り
と
う
る
お
い

を
実
感
で
き
る
花
と
緑
豊
か
な
美
し
い
都
市
環
境

を
創
出
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
、
中
部
圏
に
お
け
る

都
市
緑
化
に
関
す
る
情
報
発
信
の
中
心
拠
点
の

形
成
を
目
的
と
し
ま
す
。

しみず公園平面図

般若川調整池

青木川放水路排水機場

ポンプ機

五条川右岸浄化センター管理棟

青木川水源地石碑

■
参
考
文
献

『
闘
幻
記
ー
青
木
川
放
水
路
中
間
報
告
ー
』

平
成
五
年
愛
知
県

『
し
み
ず
公
園
整
備
工
事
実
施
設
計
』

平
成
一
三
年
江
南
市
建
設
部
公
園
緑
地
課

『
国
営
木
曽
三
川
公
園
花
卉
園
芸
植
物
園
基
本
計
画

の
再
検
討
の
概
要
』

平
成
一
三
年
国
土
交
通
省
中
部
整
備
局
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新
し
い
国
家
を
夢
見
て

天
下
統
一
を
成
し
遂
げ
な
が
ら
も
、
本
能
寺
で
無

念
の
死
を
遂
げ
た
織
田
信
長
。
農
民
出
身
で
あ
り
な

が
ら
、
天
下
人
の
座
に
君
臨
し
た
豊
臣
秀
吉
。
戦
国

の
世
を
勝
ち
抜
い
た
英
雄
た
ち
は
、
時
代
の
変
革
者
。

楽
市
楽
座
を
奨
励
し
、
産
業
振
興
を
図
っ
た
信
長
は
、

そ
の
新
た
な
発
想
ゆ
え
巨
万
の
富
を
背
景
に
上
洛
を

果
た
し
、
川
並
衆
を
は
じ
め
、
船
方
衆
や
大
工
な
ど
、

一
大
職
工
集
団
を
率
い
て
墨
俣
一
夜
城
を
完
成
さ
せ

た
秀
吉
は
新
し
い
戦
法
で
、
天
下
人
へ
の
階
段
を
駆

け
上
が
っ
て
い
っ
た
…
。
片
や「
大
う
つ
け
」、
方
や「
サ

ル
」と
呼
ば
れ
た
英
雄
た
ち
は
、
従
来
の
常
識
を
覆

し
、
周
囲
の
予
想
を
裏
切
る
か
の
よ
う
に
、
新
し
い
時

代
を
切
り
開
い
て
い
っ
た
の
で
し
た
。

戦
乱
の
世
を
変
革
し
た
英
雄
た
ち
の
新
し
い
発
想

は
、
迷
走
す
る
現
代
に
こ
そ
必
要
な
着
想
な
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
江
南
市
は
、
新
国
家
建
設
を
夢
見
た

英
雄
た
ち
が
青
春
を
過
ご
し
た
舞
台
で
す
。
き
っ
と
、

苦
難
を
夢
に
変
え
て
い
く
パ
ワ
ー
が
充
満
し
て
い
た
こ

と
で
し
ょ
う
。
そ
ん
な
歴
史
ド
ラ
マ
を
歩
い
て
み
よ
う

と
、
江
南
市
へ
。
名
古
屋
か
ら
名
古
屋
江
南
線
を
利

用
し
て
自
動
車
で
約
一
時
間
。
波
乱
ぶ
く
み
の
ド
ラ

マ
と
は
裏
腹
に
、
開
花
を
待
つ
桜
の
蕾
が
静
か
に
出

迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。

戦
乱
の
世
に
咲
い
た
ロ
マ
ン
ス

尾
張
の「
大
う
つ
け
」だ
っ
た
信
長
が
、
天
下
へ
の
足

が
か
り
を
つ
か
ん
だ
桶
狭
間
の
合
戦
。
そ
の
軍
議
が

行
わ
れ
た
の
が
、
生
駒
屋
敷
で
す
。
周
囲
に
は
堀
を

め
ぐ
ら
せ
、
城
郭
の
機
能
を
有
す
る
こ
と
か
ら
、
小

折
城
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
信
長
と
生
駒
屋
敷

を
結
ん
だ
も
の
。
そ
れ
が
、
当
時
夫
を
亡
く
し
て
実

家
へ
帰
っ
て
い
た
吉
乃
で
す
。
哀
し
み
に
く
れ
る
美
貌

の
未
亡
人
の
姿

は
、
若
き
信
長

の
心
に
焔
を
灯

し
た
の
で
す
。

側
室
と
な
っ
た

吉
乃
は
、信
忠
、

信
雄
、
徳
姫
の

三
人
の
子
を
産
み
ま
し
た
。
信
長
と
吉
乃
の
結
び
つ

き
は
、
美
人
で
あ
っ
た
こ
と
は
も
と
よ
り
、
幼
少
よ
り

母
の
愛
を
受
け
た
こ
と
が
な
か
っ
た
信
長
が
、
吉
乃
の

も
つ
母
性
愛
に
魅
か
れ
た
の
で
し
ょ
う
。
後
年
、
重
臣

で
あ
っ
た
佐
久
間
信
盛
を
更
迭
す
る
冷
酷
さ
を
も
つ

信
長
。
変
革
に
追
随
で
き
ぬ
者
は
例
え
重
臣
だ
ろ
う

が
断
罪
す
る
。
そ
の
鉄
の
よ
う
な
意
志
と
冷
酷
さ
は
、

天
下
を
治
め
る
一
方
で
非
業
の
死
を
招
い
た
の
で
し

ょ
う
か
。
も
し
も
吉
乃
が
生
き
て
い
た
ら
…
。
永
禄

七
年（
一
五
六
四
）、
小
牧
城
の
築
城
と
と
も
に
吉
乃

は
小
折
か
ら
移
り
ま
し
た
が
、
わ
ず
か
二
九
歳
の
若

さ
で
病
死
。
冷
酷
非
情
な
信
長
も
、
こ
の
時
ば
か
り

は
一
晩
中
、
泣
き
明
か
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

戦
争
に
翻
弄
さ
れ
た
戦

国
の
女
性
た
ち
。
吉
乃
と
信

長
の
婚
姻
も
ま
た
、
生
駒
家

の
財
力
・
武
力
を
一
因
と
し

て
い
な
が
ら
も
、
そ
れ
だ
け

で
は
語
り
尽
く
せ
ぬ
ロ
マ
ン

ス
が
咲
い
て
い
た
の
で
し
ょ

う
。
吉
乃
の
墓
碑
が
建
つ
久

濁
流
す
る
木
曽
川
に
は
た
め
く「
卍
」の
旗
印
。

袖
な
し
襦
袢
に
茜
色
の
ふ
ん
ど
し
で
、木
曽
川
一
帯
を
荒
ら
し
回
る
川
並
衆
は
、

大
名
で
さ
え
恐
れ
た
野
武
士
集
団
。

尾
張
の
大
ウ
ツ
ケ
と
呼
ば
れ
た
織
田
信
長
も
ま
た
、野
党
さ
な
が
ら
に
馬
を
駆
り
、

天
下
取
り
へ
の
夢
を
ふ
く
ら
ま
せ
て
いっ
た
。

江
南
は
、そ
ん
な
若
き
戦
国
武
将
た
ち
の
青
春
の
舞
台
。

生
駒
屋
敷
を
拠
点
に
、天
下
取
り
へ
の
駒
を
進
め
て
いっ
た
の
で
あ
る
。

曼陀羅寺公園

吉乃の肖像画

生駒屋敷跡久昌寺

苦
難
を
夢
に
変
え
て
い
く
英
雄
た
ち
。

そ
の
青
春
の
舞
台
。

生駒屋敷・中門
（広間家の門）

昌
寺
。
信
長
が
こ

の
寺
に
六
六
〇
石

を
寄
進
し
た
こ
と

か
ら
も
、
信
長
の

愛
情
の
深
さ
を
う

か
が
い
知
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
吉
乃
が
病
没
し
た
田
代
に
は
経
塚
が
残
さ
れ
て

お
り
、
春
に
も
な
れ
ば
信
長
に
精
一
杯
つ
か
え
た
吉

乃
の
よ
う
に
、
美
し
い
彼
岸
桜
が
辺
り
を
染
め
上
げ

て
い
ま
す
。英

雄
た
ち
を
結
ん
だ
絆

吉
乃
が
病
没
し
た
同
じ
年
。
若
き
日
の
豊
臣
秀
吉

は
、
宿
願
の
墨
俣
城
築
城
を
成
し
遂
げ
ま
す
。
奇
し

く
も
、
信
長
と
秀
吉
を
結
び
つ
け
た
の
が
吉
乃
。「
せ

め
て
馬
の
口
取
り
で
も
」。
こ
の
口
利
き
が
な
け
れ

ば
、
天
下
人
秀
吉
は
あ
り
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
農
民

で
あ
れ
才
能
さ
え
あ
れ
ば
登
用
す
る
。
信
長
の
鋭
い

視
線
は
、
年
功
序
列
が
崩
壊
し
た
現
代
と
同
様
。
小

物
売
り
と
し
て
全
国
を
行
脚
し
た
秀
吉
の
情
報
収
集

力
、
ま
た
、
乱
流
す
る
木
曽
川
の
特
性
を
農
民
と
し

て
知
り
尽
く
し
て
い
た
秀
吉
の
才
知
。
兵
法
だ
け
に

長
け
た
重
臣
た
ち
に
は
な
い
、
平
民
な
ら
で
は
の
才

能
を
信
長
は
早
く
か
ら
読
み
と
っ
て
い
た
の
で
す
。
そ

の
期
待
に
応
え
る
か
の
よ
う
に
、
佐
々
成
政
が
頓
挫

し
た
墨
俣
城
を
築
城
。
野
党
さ
な
が
ら
の
川
並
衆
・

前
野
党
や
蜂
須
賀
党
を
率
い
て
用
材
を
確
保
。
木
曽

川
の
流
路
を
利
用
し
て
搬
送
し
、
途
中
、
櫓
や
塀
を

造
り
つ
つ
筏
で
流
し
、
現
地
で
素
早
く
組
み
立
て
る

と
い
う
現
代
工
法
に
劣
ら
ぬ
工
法
で
城
を
完
成
さ
せ

た
の
で
し
た
。

「
川
を
制
す
る
者
が
国
家
を
制
す
」。
壬
申
の
乱
以

来
、
幾
多
の
合
戦
の
場
に
な
っ
て
き
た
木
曽
川
を
知

り
尽
く
し
た
若
者
た
ち
は
、
秀
吉
と
い
う
大
将
を
得

る
こ
と
で
、
そ
の
底
力
を
遺
憾
な
く
発
揮
す
る
こ
と

が
で
き
た
の
で
す
。

当
時
の
秀
吉
よ
り
も
、
多
く
の
配
下
を
擁
す
る
蜂

須
賀
小
六
や
前
野
将
右
衛
門
が
、
相
次
い
で
秀
吉
配

下
に
な
っ
た
の
も
、
秀
吉
の
知
謀
に
自
ら
の
夢
を
託
し

た
の
で
し
ょ
う
。

吉乃の墓碑
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曼陀羅寺公園では、
毎年春、藤まつりが開
催されます。公園内に
は見事な藤が美しさを
競い、牡丹が大輪の花
を咲かせて、訪れる
人々の目を楽しませて
います。期間中、まん
だら寺嫁見まつりも同
時開催。これは法然上
人の命日に行われる旧
正月に、過去１年間に
結婚した新婦が婚礼当
時の姿で、姑に伴われ
て曼陀羅寺に詣でると
いう伝統行事を再現し
たもの。花嫁姿に扮し
たミス江南らが園内を
パレードします。

155名
鉄
犬
山
線 

音楽寺 音楽寺 

蜂須賀屋敷跡 蜂須賀屋敷跡 

曼陀羅寺 曼陀羅寺 

生駒屋敷中門 
（広間家の門） 
生駒屋敷中門 
（広間家の門） 

宮後八幡社 宮後八幡社 

久昌寺 久昌寺 

歴史民俗資料館 歴史民俗資料館 

江南市役所 江南市役所 

前野家屋敷跡 前野家屋敷跡 五
条
川

五
条
川 

青
木
川

青
木
川 

般若用排水 
五
条
川 

木曽川 木曽川 

こうなん 

ほてい 

青
木
川 

般若用排水 

般若川 

●お問い合せ● 
◆江南市役所 
　〒483-8701　愛知県江南市赤童子町大堀90番地 
　ＴＥＬ0587-54-1111　http://www.city.konan.aichi.ｊｐ

●交通のご案内● 

◆名古屋方面からお車をご利用の方 

◆名古屋方面から公共交通機関をご利用の方 

名古屋 
東名高速道路（約30分） 国道41号・155号（約20分） 

小牧IC

名古屋駅 
名鉄本線犬山線（急行・約20分） 

江
南
市 

江南駅 

江南市　EVENT  INFORMATION

《春》
4月

五条川桜まつり
江南藤まつり
ミス江南等発表会
春の農業まつり

《秋》
10月

市民まつり
江南菊まつり

《春》
5月

花いっぱい運動
子どもフェスティバル

《秋》
11月

市美術展
秋の農業まつり
リサイクルフェア
消費者ふれあいプラザ

《夏》
6月

文化祭
あじさいまつり

《冬》
1月

市民走り初め大会
成人の集い
筆まつり（北野天神社）

《夏》
8月

江南七夕まつり
《冬》
2月

市民駅伝競争大会

気ままにJOURNEY

前
野
将
右
衛
門
は
、

信
長
が
整
備
し
た
柳

街
道
沿
い
に
広
大
な

前
野
屋
敷
を
有
す
る

土
豪
。
一
族
の
記
し

た「
武
功
夜
話
」は
、

戦
国
の
知
ら
れ
ざ
る

歴
史
に
光
を
あ
て
る

貴
重
な
文
献
と
し
て

脚
光
を
浴
び
て
い
ま

す
。こ

の
前
野
将
右
衛

門
が
兄
と
慕
い
、
義
兄
弟
の
契
を
結
ん
だ
の
が
蜂
須

賀
小
六
で
し
た
。

蜂
須
賀
家
は
尾
張
守
護
代
斯
波
家
に
ゆ
か
り
を

も
つ
尾
張
の
豪
族
。
蜂
須
賀
村（
現
在
の
海
部
郡
美
和

町
）に
育
っ
た
小
六
は
、
信
長
の
父
信
秀
と
不
仲
に
な

り
、
母
の
在
所
で
あ
る
江
南
の
地
に
移
り
住
む
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
時

彼
が
住
ん
だ
の
が
宮
後

城
。
叔
父
の
安
井
弥
兵

衛
の
屋
敷
で
し
た
が
、い

つ
の
ま
に
か
蜂
須
賀
家
屋

敷
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

織
田
家
と
不
仲
と
な

っ
た
蜂
須
賀
小
六
が
再

び
織
田
家
と
関
わ
り
を

も
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
が

生
駒
家
で
す
。
こ
こ
で

前
野
将
右
衛
門
や
豊
臣

秀
吉
と
親
交
を
温
め
、

秀
吉
の
家
臣
と
し
て
信
長
の
夢
に
協
力
し
て
い
く
の

で
す
か
ら
、
こ
れ
ま
た
人
生
の
妙
。
信
長
が
一
番
手

に
入
れ
た
か
っ
た
男
、
蜂
須
賀
小
六
が
、
終
生
信
長

に
直
接
士
官
し
な
か
っ
た
の
は
、
こ
う
し
た
織
田
家
と

の
確
執
が
あ
っ
た
か
ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
そ

の
一
方
に
見
る
信
長
の
残
虐
性
が
、
小
六
の
秀
吉
士

官
に
つ
な
が
っ
た
の
か
も
。
と
も
あ
れ
、
激
動
の
下
剋

上
を
生
き
抜
く
た
め
に
は
、
大
将
を
も
自
ら
の
判
断

で
選
ぶ
と
い
う
鋭
い
視
線
が
必
要
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

名
刹
に
刻
ま
れ
る「
卍
」の
家
紋

ま
だ
ま
だ
尾
張
の
小
大
名
だ
っ
た
織
田
信
長
が
天

下
に
名
を
轟
か
せ
た
桶
狭
間
の
合
戦
で
も
、
蜂
須
賀

小
六
は
活
躍
し
て
い
ま
す
。
彼
の
任
務
は
諜
報
活
動
。

三
河
を
越
え
て
進
軍
す
る
今
川
勢
の
動
向
を
伝
え
、

ま
た
女
や
商
人
に
身
を
変
え
て
今
川
軍
を
攪
乱
す
る

こ
と
が
目
的
で
し
た
。
こ
の
合
戦
の
後
、
墨
俣
築
城
、

姉
川
の
合
戦
を
は
じ
め
、
そ
の
武
功
は
枚
挙
の
暇
が

な
い
ほ
ど
。
本
能
寺
の
変
の
後
、
信
長
の
弔
い
合
戦
で

あ
る
山
崎
の
合
戦
、
秀
吉
と
柴
田
勝
家
の
間
で
信
長

の
後
継
者
の
座
が
争
わ
れ
た
賤
ケ
岳
の
戦
い
で
も
小

六
は
息
子
・
家
政
と
と
も
に
活
躍
し
、
秀
吉
は
そ
の

功
績
に
報
い
る
た
め
、
小
六
に
阿
波
を
与
え
よ
う
と

し
ま
す
。
し
か
し
、
高
齢
の
た
め
こ
れ
を
辞
退
。
天
正

一
三
年（
一
五
八
五
）に
は
、
息
子
家
政
が
阿
波
藩
主

に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

蜂
須
賀
家
政
は
ま
さ
し
く
名
君
。
検
地
を
実
施
し

て
藩
政
の
安
定
を
図
り
、
他
方
で
は
藍
、
煙
草
の
栽

培
、
塩
づ
く
り
な
ど
に
尽
力
し
、
阿
波
商
人
の
名
声

の
礎
を
築
き
上
げ
ま
し
た
。
彼
が
幼
少
の
時
代
を
過

ご
し
た
の
が
、
江
南
の
曼
陀
羅
寺
。
こ
こ
で
手
習
い
を

受
け
、
生
駒
家
か
ら
は
妻
を
め
と
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
幼
少
時
の
思
い
出
は
、
阿
波
藩
主
に
な

っ
て
か
ら
も
色
あ
せ
る
こ
と
な
く
、
寛
永
元
年（
一
六

二
四
）に
は
、
宮
後
の
八
幡
社
や
常
蓮
寺
、
曼
陀
羅
寺

の
修
復
・
寄
進
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
寛
永
九
年

（
一
六
三
二
）に
は
、
曼
陀
羅
寺
の
正
堂
を
京
都
紫
宸

殿
の
古
式
に
の
っ
と
り
、
修
復
寄
進
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
寺
々
の
鬼
瓦
に
刻
み
こ
ま
れ
て
い
る
の
が
、
蜂

須
賀
家
の
家
紋
で
あ
る
、
丸
左「
卍
」で
す
。

「
卍
」の
旗
を
な
び
か
せ
て
、
木
曽
川
で
暴
れ
回
っ

た
川
並
衆
の
棟
梁
は
、
江
戸
と
い
う
太
平
の
世
を
迎

え
、
阿
波
藩
主
と
し
て
後
世
に
名
を
残
す
、
偉
業
を

残
し
た
の
で
し
た
。

秀
吉
、
信
長
、
小
六
、
将
右
衛
門
…
。
生
駒
屋
敷

を
中
心
に
江
南
を
駆
け
回
っ
た
若
き
武
将
た
ち
の
、

一
体
誰
が
こ
の
日
を
見
通
し
て
い
た
の
か
。
で
も
見
え

な
い
か
ら
こ
そ
、
未
来
へ
向
か
っ
て
突
き
進
む
。
そ
ん

な
勇
気
と
夢
が
、
き
っ
と
こ
こ
に
は
満
ち
溢
れ
て
い
た

の
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
激
し
い
ば
か
り
の
彼
ら

の
生
き
ざ
ま
は
、
現
代
に
生
き
る
私
た
ち
に
、
勇
気

と
は
何
か
を
改
め
て
教
え
て
く
れ
て
い
る
よ
う
な
気

が
し
ま
す
。

前野家屋敷跡

蜂須賀屋敷跡（宮後城跡）

徳島城卍紋入り
軒丸瓦

松林山常蓮寺

宮後八幡社本殿

蜂須賀小六像



の
で
、
古
く
か
ら
漸
次
発
達
し
て
き
ま
し
た
。
な
お
、

用
水
路
を
利
用
し
、
排
水
路
を
兼
用
し
た
も
の
も
歴

史
的
に
見
れ
ば
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
場
合
、

用
水
の
引
用
は
水
路
に
井
堰
を
設
け
て
灌
漑
を
し
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
環
境
保
全
が
社
会
的
テ
ー
マ

と
な
っ
た
現
代
で
は
、
兼
用
の
水
路
は
ほ
と
ん
ど
姿

を
消
し
て
い
ま
す
。

悪
水
停
滞
の
要
因

内
水
問
題
が
深
刻
化
し
た
の
は
近
世
以
降
の
こ
と
。

一
七
世
紀
、
農
業
振
興
を
目
的
と
し
た
輪
中
が
相
次

い
で
形
成
さ
れ
は
じ
め
た
こ
ろ
か
ら
で
す
。
輪
中
が
形

成
さ
れ
る
以
前
に
は
、
河
川
が
洪
水
時
に
上
流
か
ら

運
搬
す
る
土
砂
は
自
然
に
堆
積
し
、
悪
水
と
い
っ
た
問

題
は
大
き
く
起
こ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
輪
中

を
形
成
し
た
後
は
、
破
堤
に
よ
る
砂
入
を
除
け
ば
、
輪

中
内
部
に
土
砂
が
堆
積
せ
ず
、
河
川
敷
地
に
堆
積
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
輪
中
自
体
が
懸
廻
堤
と
い

う
構
造
物
で
守
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
す
。
し
か
も
、
河

川
は
曲
が
り
く
ね
っ
て
流
れ
る
た
め
、
流
速
が
あ
ま
り

な
い
の
で
、
河
川
が
運
搬
す
る
土
砂
の
う
ち
、
河
川
敷

地
に
堆
積
す
る
量
は
増
加
し
ま
す
。
こ
う
し
て
、
輪

中
の
内
部
の
高
度
は
河
川
敷
地
な
い
し
は
河
床
に
対

し
て
相
対
的
に
低
下
す
る
こ
と
に
な
り
、こ
の
高
度
差

が
悪
水
停
滞
を
も
た
ら
す
大
き
な
原
因
と
な
り
ま
し

た
。つ
ま
り
、
輪
中
内
よ
り
輪
中
外
の
河
川
水
位
の
方

が
高
い
た
め
、
悪
水
の
放
出
は
困
難
と
な
り
、
排
水
口

を
開
け
ば
輪
中
内
へ
河
川
の
水
が
逆
流
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。

と
は
い
え
、
平
水
時
に
悪
水
を
堤
外
の
川
へ
排
水
で

き
な
い
こ
と
は
必
ず
し
も
あ
り
ま
せ
ん
。
洪
水
時
な

い
し
そ
れ
に
準
ず
る
河
川
水
位
の
高
い
時
に
悪
水
の

排
水
が
困
難
と
な
り
、
し
か
も
そ
の
よ
う
な
河
川
水

位
が
高
い
状
態
が
数
日
以
上
も
継
続
す
る
と
、
水
田

に
大
き
な
被
害
が
生
じ
た
の
で
す
。
具
体
的
に
は
田

植
え
を
し
た
後
の
梅
雨
、
及
び
稲
の
開
花
時
や
収
穫

時
に
襲
来
す
る
台
風
に
よ
っ
て
こ
の
よ
う
な
災
害
が
発

生
し
ま
し
た
。

掘
抜
井
戸
の
普
及
と
株
井
戸

江
戸
時
代
後
半
に
出
現
し
た
掘
抜
井
戸
は
、
新
た

な
悪
水
問
題
を
引
き
起
こ
す
原
因
と
な
り
ま
し
た
。

悪
水
の
供
給
源
の
一
つ
は
雨
水
で
す
が
、こ
の
降
水
量

は
輪
中
形
成
前
後
で
同
一
で
す
か
ら
、
悪
水
供
給
量

の
増
加
に
は
つ
な
が
り
ま
せ
ん
。
問
題
と
な
っ
た
の
は
、

井
戸
水
か
ら
の
供
給
量
の
増
加
で
す
。

輪
中
地
域
は
そ
の
地
形
、
地
質
の
特
性
か
ら
地
下

水
が
豊
富
で
あ
り
、
掘
抜
井
戸
を
掘
れ
ば
自
噴
す
る

特
徴
を
も
っ
て
お
り
、
寛
政
年
間（
一
七
八
九
〜
一
八

〇
一
）こ
ろ
か
ら
、
普
及
し
ま
し
た
。
掘
抜
井
戸
の
登

場
は
、
輪
中
地
域
の
生
活
と
農
業
に
有
益
な
効
果
を

も
た
ら
す
一
方
、
同
一
輪
中
下
流
部
に
悪
水
が
集
中

す
る
と
い
う
現
象
を
引
き
起
こ
し
ま
し
た
。

こ
の
問
題
の
解
決
策
が「
株
井
戸
」制
度
で
す
。
掘

抜
井
戸
の
制
限
や
井
戸
水
放
出
の
時
期
を
制
限
す
る

な
ど
、
悪
水
被
害
を
防
ぐ
た
め
、
上
流
部
と
下
流
部

で
協
議
の
末
、
さ
ま
ざ
ま
な
約
定
が
か
わ
さ
れ
ま
し

た
。

近
世
の
悪
水
排
除
対
策

悪
水
排
除
の
た
め
に
近
世
に
と
ら
れ
た
対
策
は
二

つ
。
そ
の
一
つ
は
積
極
的
に
悪
水
排
除
を
よ
く
す
る
た

め
の
工
事
を
施
す
こ
と
で
、
今
一
つ
の
対
策
は
消
極
的

に
悪
水
停
滞
の
害
を
少
し
で
も
軽
減
し
よ
う
と
す
る

対
策
で
す
。

動
力
の
排
水
機
場
が
整
備
さ
れ
る
以
前
の
積
極
的

な
対
策
は
、
自
然
に
流
下
す
る
排
水
路
の
流
下
条
件

を
改
良
す
る
こ
と
の
み
で
し
た
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
ま

で
は
そ
の
輪
中
の
圦
の
傍
ら
で
堤
外
の
川
に
悪
水
を

排
出
し
て
い
ま
し
た
が
、
河
床
の
上
昇
で
そ
れ
が
困
難
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史
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第 一 編  
輪
中
地
帯
に
発
生
し
た
悪
水
問
題

木
曽
三
川
下
流
域
に
点
在
す
る
輪
中
地
域
の
よ

う
な
低
湿
地
帯
で
は
、
悪
水
の
停
滞
に
よ
る
水
害
が

多
発
し
、
農
業
生
産
な
ど
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て

き
ま
し
た
。
悪
水
と
は
降
水
な
ど
に
よ
る
水
が
不
必

要
に
多
く
滞
留
し
、
排
水
す
る
必
要
が
あ
る
水
の
こ

と
。
悪
水
は
河
川
の
氾
濫
に
起
因
す
る
水
害
と
区
別

す
る
た
め
に
も
、
内
水
被
害
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
悪
水
を
放
出
す
る
の
が
排
水
路
で
す
。

広
義
か
ら
み
れ
ば
大
小
の
河
川
は
す
べ
て
排
水
路
で

あ
り
、
山
野
の
集
水
が
海
に
注
ぐ
自
然
の
水
路
で
あ

り
ま
す
が
、
こ
こ
で
言
う
排
水
路
と
は
人
工
に
よ
る

水
路
の
こ
と
。
つ
ま
り
、
耕
宅
地
等
に
必
要
の
な
い

余
水
が
低
地
部
に
集
中
し
、
自
然
に
放
任
す
れ
ば
内

水
被
害
に
発
展
す
る
た
め
、
悪
水
路
・
下
水
溝
・
疎

水
・
下
水
道
・
暗
渠
・
伏
越
等
を
設
け
て
こ
れ
を
河
川

に
導
き
、
水
害
を
軽
減
す
る
目
的
か
ら
施
設
し
た
も

江
戸
時
代
、農
業
振
興
を
目
的
に
形
成
さ
れ
た
輪
中
は
、

収
益
向
上
を
も
た
ら
す
一
方
で
、

内
水
と
い
う
、新
し
い
問
題
を
生
み
出
し
ま
し
た
。

こ
う
し
た
内
水
排
除
の
対
策
は
、

木
曽
三
川
下
流
地
帯
に
点
在
す
る
輪
中
地
帯
の
重
要
な
課
題
。

明
治
期
に
入
り
動
力
排
水
機
が
導
入
さ
れ
る
ま
で
、

江
下
げ
や
伏
越
し
な
ど
の
土
木
工
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
内
水
問
題
や
そ
の
対
策
を
シ
リ
ー
ズ
で
特
集
。

今
回
は
、近
世
の
内
水
排
除
を
紹
介
し
ま
す
。

近
世
に
お
け
る
悪
水
問
題
と
そ
の
対
策

悪水路の江下げ、伏越のモデル（図1）

伏越
水路が河川の下を
横断する構造物
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に
な
る
と
、
そ
の
排
出
口
を
よ
り
下
流
部
ま
で
延
長

し
て（
江
下
げ
）、
そ
こ
で
河
川
へ
放
出
し
よ
う
と
い
う

も
の
で
す
。
こ
の
土
木
工
事
は
各
輪
中
の
性
格
に
よ
り

異
な
り
ま
す
が
、
基
本
的
な
論
理
は
全
く
同
じ
こ
と

で
し
た
。
こ
う
し
た
江
下
げ
の
工
事
に
必
要
に
な
っ
て

き
た
も
の
は
次
の
二
点
で
す
。

ま
ず
第
一
は
、
江
下
げ
を
す
る
場
合
、
堤
外
の
河

川
の
河
床
が
次
第
に
上
昇
す
る
た
め
、
経
年
的
に
二

回
、
三
回
と
、
よ
り
下
流
部
に
江
下
げ
を
し
て
い
る
。

第
二
と
し
て
は
、
そ
の
江
下
げ
の
計
画
流
路
上
に
河

川
ま
た
は
そ
の
分
流
が
あ
る
時
、
そ
の
河
床
を
潜
ら

せ
て（
伏
越
）江
下
げ
を
し
て
い
る
こ
と
。
こ
の
伏
越
は

必
要
な
場
合
に
は
三
回
も
施
さ
れ
た
ケ
ー
ス
も
あ
り

ま
す
。（
図
１
）は
伏
越
を
模
式
的
に
示
し
た
も
の
で
す
。

伏
越
を
し
て
き
た
輪
中
は
以
下
の
通
り
で
す
。

●
揖
斐
川
左
岸

大
垣
輪
中
、
祖
父
江
輪
中
、
烏
江
輪
中
、
太
田
輪

中
。

■
参
考
文
献

『
輪
中
そ
の
展
開
と
構
造
』

安
藤
萬
壽
男
著
昭
和
五
〇
年
古
今
書
院

『
木
曽
三
川
〜
そ
の
流
域
と
河
川
技
術
』

昭
和
六
三
年
建
設
省

『
岐
阜
県
治
水
史
』

昭
和
五
六
年
岐
阜
県

●
長
良
川
右
岸

河
渡
輪
中
、
結
輪
中
、
森
部
輪
中
、
牧
輪
中
。

●
長
良
川
左
岸

加
納
輪
中
。大

垣
輪
中
の
江
下
げ

大
垣
輪
中
で
は
、
北
部
よ
り
の
悪
水
を
揖
斐
川
に

排
水
し
よ
う
と
し
て
、
永
禄
四
年（
一
五
六
一
）、
大

垣
市
船
町
よ
り
今
福
ま
で
の
延
長
八
ｋ
ｍ
に
及
ぶ
水

門
川
が
開
削
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
増
水
時
に
は

河
の
水
が
水
門
川
に
逆
流
す
る
た
め
、
慶
安
四
年（
一

六
五
一
）に
水
門
を
設
け
、
逆
流
を
防
ぎ
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
悪
水
は
輪
中
内
に
あ
ふ
れ
、
そ
の
上
、
土
砂

の
堆
積
に
よ
っ
て
揖
斐
川
の
河
床
は
上
昇
し
、い
っ
そ

う
排
水
は
困
難
に
な
り
ま
し
た
。
南
部
低
位
部
の

村
々
で
は
収
穫
が
皆
無
の
年
さ
え
あ
っ
た
ほ
ど
で
す
。

そ
こ
で
、
各
村
々
は
下
流
村
々
の
地
所
を
借
り
て
悪

水
路
を
延
長
し
、
輪

中
南
部
の
横
曽
根

地
内
で
、
揖
斐
川
に

放
出
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。
し
か
し
揖

斐
川
や
牧
田
川
の

土
砂
は
年
々
そ
の
河

床
を
高
め
、
排
水
は

年
々
困
難
に
な
っ
た

の
で
、つ
い
に
二
㎞
下

流
の
鵜
森
で
揖
斐
川

底
を
伏
越
し
、
さ
ら

に
排
出
路
を
二．
五
㎞
下
流
に
延
長
さ
せ
、
多
芸
輪

中
の
根
古
地
で
牧
田
川
に
放
流
す
る
よ
う
に
し
ま
し

た
。
こ
れ
が「
鵜
森
伏
越
樋
管
」や「
鵜
森
排
水
路
」と

呼
ば
れ
る
も
の
で
、
天
明
七
年（
一
七
八
三
）に
完
成

し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
江
下
げ
を
す
る
場
合
、
他

村
の
地
所
を
借
り
る
た
め
、
毎
年
相
当
の
江
代
込
め

を
地
元
村
々
に
支
払
っ
て
い
ま
し

た
。輪

中
の
姿
を
一
変
し
た

動
力
排
水
機

悪
水
を
め
ぐ
る
同
一
輪
中
内

の
上
流
部
と
下
流
部
の
対
立
は
、

明
治
末
期
か
ら
大
正
時
代
ま
で

続
い
た
よ
う
で
す
が
、
動
力
に
よ

る
排
水
機
が
設
置
さ
れ
る
と
、
次

第
に
消
滅
し
て
い
き
ま
し
た
。

動
力
排
水
機
が
輪
中
地
域
に

導
入
さ
れ
た
の
は
明
治
二
七
年

（
一
八
九
四
）の
こ
と
。
多
芸
輪
中

大
牧
の
高
柳
新
田（
現
、
養
老
町

内
）に
設
け
た
水
連
式
蒸
気
機
関

の
排
水
機
が
、
東
海
地
方
の
第
一

号（
新
潟
県
に
次
い
で
日
本
で
二

番
目
）で
す
。
こ
の
地
域
は「
豪
雨

三
日
に
亘
れ
ば
、
水
満
々
と
し
て

美
田
は
た
ち
ま
ち
一
面
湖
水
と

化
し
、
収
穫
を
迎
え
た
豊
穣
も
一

夜
に
し
て
皆
無
の
悲
況
を
呈
す
る

こ
と
少
な
か
ら
ず
」と
い
う
状
況
で
し
た
。
こ
の
排
水

機
は「
予
想
以
上
の
良
成
績
を
収
め
、
本
邦
に
お
け
る

機
械
排
水
の
第
二
位
の
古
き
歴
史
と
実
用
的
効
果
を

確
認
せ
ら
れ
、
低
湿
地
農
業
に
一
大
改
革
を
与
え
た

り
」と
い
う
ほ
ど
の
効
果
を
あ
げ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
安
八
郡
森
部
輪
中
に
も
設
置
。
や
が
て
明

治
中
期
以
後
の
濃
尾
低
湿
地
排
水
改
良
の
基
本
手
段

と
な
り
ま
し
た
。

昭
和
四
七
年
現
在
で
は
、（
図
２
）の
よ
う
に
排
水

機
場
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
図
か
ら
排
水
機
が

輪
中
全
般
に
点
在
し
て
い
る
が
、
特
に
高
須
輪
中
や

多
芸
輪
中
に
多
く
み
ら
れ
ま
す
。
木
曽
三
川
の
下
流

地
帯
、
及
び
輪
中
内
の
下
流
部
で
の
悪
水
問
題
が
深

刻
だ
っ
た
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

明
治
時
代
に
入
り
積
極
的
に
導
入
さ
れ
た
排
水
機

は
、
輪
中
の
悪

水
問
題
を
軽

減
す
る
と
と

も
に
、
輪
中
特

有
の
農
業
ス
タ

イ
ル
で
あ
っ
た
、

堀
田
も
姿
を

消
す
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

大垣輪中南部絵図（寛政12年）
（新修大垣市通史編―P676より）

大巻ポンプ場（右上の鉄筋2階建）とその左下に
明治27年、東海で初めて建設した排水機のレ
ンガの基礎が残っている（岐阜県養老町大巻）

○は計画中

排水機分布図（図2）



TA
L

K
&

TA
L

K

9

輪
中
地
域
の
災
害
を
み
た
と
き
、
破
堤
入
水
に
よ

る
外
水
氾
濫
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
悪
水
湛
水
に
よ

る
内
水
氾
濫
が
よ
り
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。

江
戸
期
の『
濃
州
徇
行
記
』の
安
八
郡
の
記
述
に
よ

る
と「
…
誠
に
悪
水
の
輻
湊
す
る

故
例
年
水
損
す

る
事
多
し
、
去
る
に
よ
り
小
百
姓
ば
か
り
に
て
貧
村

な
り
…
此
田
面
年
毎
に
水
の
為
に
敗
傷
し
、
又
　
よ

り
植
付
も
な
り
が
た
き
事
あ
り
、
さ
れ
ば
旱
年
な
ら

で
は
田
實
が
た
し
…
又
深
溜
の
時
は
畠
上
ま
で
も
水

の
る
事
多
し
…
」と
か
、「
…
平
日
壱
尺
四
寸
ヨ
リ
貮

尺
余
モ
水
湛
有
之
候
」と
み
え
て
い
る
。

こ
の
常
襲
的
な
水
損
不
作
を
防
除
す
る
た
め
生
ま

れ
た
の
が
、
輪
中
景
観
の
点
景
と
も
い
う
べ
き「
堀
田
」

の
造
成
で
あ
り
、「
悪
水
吐
圦
樋
」の
築
立
、
さ
ら
に
は

独
特
の
水
利
慣
行「
株
井
戸
」や
、「
江
下
げ
」を
め
ぐ

る
水
論
な
ど
で
あ
る
。

造
盆
地
運
動
と
地
盤
変
動

内
水
災
害
の
常
襲
化
に
は
様
々
な
要
因
が
あ
げ
ら

れ
る
が
、
そ
の
一
因
と
し
て
フ
ィ
ジ
カ
ル
な
地
殻
運
動

が
あ
げ
ら
れ
る
。
具
体
的
に
は
濃
尾
傾
動
地
塊
運
動

の
一
環
と
し
て
の
地
盤
沈
降
が
あ
る
。
こ
れ
は
東
部
の

尾
張
丘
陵
か
ら
各
務
原
台
地
に
か
け
て
は
隆
起
し
、

木
曽
三
川
合
流
す
る
西
濃
平
野
は
沈
降
す
る
と
い
う

東
高
西
低
の
造
盆
地
運
動
は
、
千
年
に
一
･
七
メ
ー
ト

ル
の
恒
常
的
沈
降
量
で
現
在
も
進
行
中
で
あ
る
。
①

こ
の
地
盤
変
動
は
地
震
時
に
は
さ
ら
に
促
進
さ
れ

る
。
例
え
ば
明
治
十
八（
一
八
八
五
）年
に
中
山
道
筋

に
設
置
さ
れ
た
一
等
水
準
点
で
、
明
治
二
四（
一
八

伊藤安男氏
略　歴

立命館大学文学部地理学科卒、花園大学名
誉教授、文学博士、岐阜地理学会会長、岐阜
県古地図文化研究会会長、歴史地理学会評
議員。

主なる著書

『輪中』、『ふるさとの宝物 輪中』、『変容する輪
中』、『治水思想の風土』、『地図で読む岐阜』な
ど多数。

輪
中
と
悪
水
湛
水

九
一
）年
の
濃
尾
震
災
後
の
明
治
二
八
年
に
そ
の
変

動
量
を
調
査
し
た
結
果
、
揖
斐
川
左
岸
の
本
巣
郡
巣

南
町
で
は
三
〇
八
ミ
リ
の
沈
降
量
に
対
し
て
、
各
務
原

台
地
の
各
務
原
市
那
加
で
は
七
六
七
ミ
リ
の
隆
起
が

認
め
ら
れ
て
い
る
。
②

こ
の
よ
う
な
変
動
は
江
戸
期
の
史
料
に
も
み
ら
れ

る
。
本
阿
弥
輪
中（
岐
阜
県
海
津
郡
海
津
町
本
阿
弥
）

の
安
永
五（
一
七
七
六
）年
の
文
書
に「
…
七
十
年
以

前
宝
永
四
亥
年
十
月
大
地
震
に
て
田
畑
共
地
面
一
尺

余
ゆ
り
下
り
、
夫
よ
り
年
々
と
水
損
勝
に
御
座
候
…
」

と
あ
り
③
　
宝
永
四
年
の
地
震
に
よ
り
約
三
〇
セ
ン

チ
の
沈
降
を
し
た
た
め
、
本
阿
弥
輪
中
は
水
損
場
と

な
り
亡
失
田
と
な
ろ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
フ
ィ
ジ
カ
ル
な
事
例
は
木
曽
三
川
地
域
に

共
通
し
て
み
ら
れ
、
外
水
氾
濫
と
連
動
し
て
輪
中
開

発
が
進
行
し
て
い
く
。

水
損
不
作
と
亡
失
田

輪
中
形
成
過
程
の
初
期
は
上
流
部
の
み
を
水
除
堤

で
防
御
す
る
尻
無
堤（
馬
蹄
型
輪
中
）を
も
ち
、
下
流

部
を
流
作
場
と
す
る
築
捨
の
段
階
が
一
般
的
で
あ
っ

た
。
そ
れ
が
江
戸
中
期
以
降
に
な
る
と
流
作
場
に
も

逆
水
が
お
よ
び
浸
水
被
害
が
激
化
す
る
、
そ
の
対
応

と
し
て
尻
無
部
分
に
新
規
に
水
除
堤
を
築
い
て
懸
廻

堤
の
輪
中
と
な
る
。
或
い
は
従
来
は
村
囲
い
の
水
除
囲

堤
の
輪
中
堤
を
も
た
な
か
っ
た
集
落
も
隣
接
す
る

村
々
と
の
水
論
の
上
、
新
規
に
輪
中
堤
を
築
立
て
て
い

く
。こ

の
よ
う
な
開
発
道
程
は
結
果
的
に
は
、
遊
水
地

造
盆
地
運
動
と
地
盤
変
動

水
損
不
作
と
亡
失
田

堀
田
造
成
へ
の
道

的
機
能
を
も
つ
土
地
空
間
を
縮
小
さ
せ
河
道
を
固
定

す
る
こ
と
と
な
る
が
、こ
れ
が
河
床
上
昇
の
天
井
川
と

な
り
自
然
排
水
の
障
害
と
な
る
。
ま
た
懸
廻
堤
の
輪

中
堤
築
立
は
外
水
災
害
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
が
、

反
面
で
は
排
水
上
の
問
題
か
ら
内
水
災
害
を
激
化
さ

せ
る
一
因
と
な
る
。
い
う
な
ら
ば
輪
中
開
発
の
矛
盾

で
あ
る
。

史
料
に
も「
…
伊
尾
川
通
、
木
曾
川
通
、
川
床
高

く
相
成
、
悪
水
吐
差
支
、
年
々
打
続
水
損
に
て
…
」と

か「
…
伊
尾
川
通
川
床
高
相
成
、
圦
先
水
吐
差
支
申

700
600

500

400

300

200

100

寛文（1661～1672） 
慶安2（1649）年開田 

648.8

514.4

287.2

177.6

10.2 3.7

元禄（1668～1703） 宝永（1704～1710） 
宝永4（1707）年地震に 
より1尺沈降 

享保（1716～1735） 延享（1744～1747） 宝暦（1751～1763） 
安永4（1775）年 
堀田造成願 

0

（石） 

※年貢米の石数は各年代の平均値 伊藤信『本阿弥新田史』（大正11年）より　伊藤安男作成 

本阿弥新田の上納年貢米（表1） 
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町
馬
目
）で
は
正
徳
元
年
か
ら
享
保
五
年（
一
七
一
一

〜
二
〇
）に
二
六
二
･
四
石
を
年
貢
米
と
し
て
上
納
し

た
も
の
が
、
約
百
年
後
の
天
保
二
年
か
ら
同
十
一
年

（
一
八
三
一
〜
四
〇
）に
は
約
三
･
五
分
の
一
の
二
七
･

八
石
と
な
っ
て
い
る
。
同
輪
中
南
部
の
石
亀
村
で
も
寛

文
元
年
か
ら
同
十
年（
一
六
六
一
〜
七
〇
）に
二
二
･

三
石
の
上
納
が
天
保
二
年
か
ら
同
一
〇
年（
一
八
三

一
〜
三
九
）に
は
な
ん
と
六
分
の
一
の
三
･
七
石
と
減

少
し
て
い
る
。
⑥

こ
の
よ
う
な
反
当
収
量
の
激
減
は「
一
村
及
亡
所
」

と
あ
る
よ
う
に
村
々
は
困
窮
化
し
て
潰
百
姓
の
続
出
、

高
持
層
の
耕
地
放
棄
に
よ
る
無
高
へ
の
転
落
や
奉
公

人
と
し
て
村
外
へ
の
出
稼
ぎ
な
ど
ム
ラ
は
崩
壊
寸
前
で

あ
っ
た
。
こ
の
水
損
不
作
の
窮
状
を
克
服
す
る
た
め
に

考
案
さ
れ
た
の
が
堀
田
の
造
成
で
あ
る
。

堀
田
造
成
へ
の
道

堀
田
造
成
を
い
つ
誰
が
提
唱
し
た
か
は
不
詳
で
あ

る
が
、
そ
の
一
人
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
が
美
濃
郡
代

■
引
用
文
献

①
桑
原
　
徹
「
濃
尾
盆
地
と
傾
動
地
塊
運
動
」

第
四
紀
研
究
七
　
一
九
六
八
年

②
多
田
文
男
　
井
関
弘
太
郎『
濃
尾
平
野
の
地
形

構
造
と
地
盤
沈
下
』
八
二
頁
　
総
理
府
資
源

調
査
会
　
一
九
五
五
年

③
伊
藤
　
信『
本
阿
弥
新
田
史
』
四
一
頁
　
佐
野

猪
之
助
　
一
九
二
二
年

④
前
掲
書
③
　
三
七
頁
　
四
三
頁

⑤
井
関
弘
太
郎
「
木
曽
、
長
良
、
揖
斐
川
の
河
床

高
変
化
」
名
古
屋
大
学
文
学
部
研
究
論
集
四

四
　
一
九
六
七
年

⑥
北
村
厚
史
「
輪
中
地
域
に
お
け
る
堀
田
の
史
的

研
究
」
岐
阜
史
学
七
七
　
一
九
八
三
年

⑦『
高
翁
家
録
　
川
崎
平
右
衛
門
定
考
事
績
録
』

⑧
『
高
木
家
文
書
目
録
』
巻
三
　
九
二
〇
頁
、
名

古
屋
大
学
附
属
図
書
館
　
一
九
八
〇
年

支
配
下
の
本
田
陣
屋（
岐
阜
県
本
巣
郡
穂
積
町
本
田
）

の
代
官
、
川
崎
平
右
衛
門
が
あ
げ
ら
れ
る
。

彼
は
宝
暦
治
水
の
大
榑

川
洗
堰
に
よ
り
長
良
川
の

常
水
位
が
上
昇
し
た
た

め
、
対
岸
の
桑
原
輪
中
が

排
水
不
良
と
な
っ
た
。
こ

れ
を
防
除
す
る
た
め
排
水

樋
門
を
増
設
す
る「
三
ツ

分
御
普
請
」を
行
い
、さ
ら

に
堀
田
造
成
に
つ
い
て
次

の
よ
う
に
提
唱
し
て
い
る
。

「
…
田
方
之
儀
者
揚
田
ニ

い
た
し
、
地
高
ニ
仕
立
候

ハ
ゝ
、
水
難
相
遁
可
申
候
、

上
ヶ
田
と
申
者
、
た
と
い

ハ
横
壱
間
之
内
三
尺
通

り
捨
り
地
ニ
い
た
し
、
此

土
を
以
壱
尺
堀
上
候
得

者
、
壱
尺
高
く
成
、
貮
尺

掘
上
ヶ
候
得
者
、
生
地
貮

尺
高
く
成
候
…
」⑦
　
と

あ
り
、
そ
れ
を
う
け
て
桑

原
輪
中
南
部
の
小
薮
村

（
小
薮
輪
中
、
羽
島
市
桑
原
町

小
薮
）で
は
、
宝
暦
五（
一
七
五

五
）年
に
目
論
見
を
始
め
て
い

る
こ
と
が
次
の
史
料
か
ら
知

ら
れ
る「
濃
州
中
島
郡
小
薮
村

田
畑
堀
揚
御
普
請
目
論
見

帳
」、「
濃
州
中
島
郡
小
薮
村
田

畑
堀
上
御
普
請
絵
図
、
宝
暦

五
年
」⑧
　
な
ど
が
そ
れ
で
あ

る
。こ

れ
以
降
に
堀
田
型
の
土

地
利
用
は
盛
行
さ
れ
て
い
く
。

例
え
ば
寛
政
年
間（
一
七
八
九

〜
一
八
〇
〇
）の『
濃
州
徇
行

記
』に
も
輪
中
の
各
村
々
に
堀

田
の
記
述
が
み
ら
れ
、
ま
た
同

年
代
の
地
方
書『
地
方
凡
例

録
』に
も「
堀
田
敷
引
」と
し
て

「
是
は
稀
に
あ
る
こ
と
に
て
水
田
湿
地
の
類
に
て
田
場

一
面
に
稲
作
を
仕
付
れ
ば
水
腐
し
て
作
毛
生
立
ざ
る

所
は
島
田
の
類
に
田
の
内
を
堀
上
げ
畔
を
立
て
、
堀

上
た
る
高
ミ
に
稲
作
を
仕
付
、
堀
た
る
跡
は
水
溜
に

成
り
て
仕
付
成
が
た
し
…
」と
あ
る
。

候
故
、
年
毎
に
水
損
相
増
、
立
毛
生
立
不
申
候
…
」ま

た「
…
当
村
之
儀
、
夏
冬
地
面
に
三
尺
よ
り
四
尺
迄

之
水
湛
へ
…
」と
あ
る
。④

こ
の
河
床
上
昇
の
科
学

的
数
値
に
つ
い
て
高
須
輪
中
の
成
戸
量
水
標
地
点
で

明
治
二
十（
一
八
八
七
）年
か
ら
昭
和
二
七（
一
九
五

二
）年
の
六
五
年
間
に
一
八
五
セ
ン
チ
の
上
昇
が
報
告

さ
れ
て
い
る
。
⑤

悪
水
湛
水
の
状
態
を
古
文
書
で
は
、
水
腐
場
、
水

損
場
、
亡
所
田
、
亡
失
田
と
記
し
て
い
る
。
水
損
不
作

が
い
か
に
悲
惨
な
も
の
で
あ
っ
た
か
を
、
輪
中
の
各
村

の
上
納
年
貢
米
か
ら
み
て
み
よ
う
。

表
１
は
本
阿
弥
新
田（
本
阿
弥
輪
中
）の
上
納
年
貢

米
の
変
化
を
表
す
グ
ラ
フ
で
あ
る
。
開
田
は
慶
安
二

（
一
六
四
九
）年
で
あ
る
。
当
初
の
寛
文
年
間（
一
六

六
一
〜
一
六
七
二
）に
六
四
八
･
八
石
上
納
し
た
も

の
が
、
約
四
十
五
年
後
の
宝
永
年
間
に
は
そ
の
半
分

以
下
の
二
八
七
･
二
石
と
減
少
し
、
さ
ら
に
そ
れ
よ

り
五
十
年
後
の
宝
暦
年
間
に
は
三
･
七
石
と
い
う
想

像
を
絶
す
る
激
減
に
て
亡
失
田
と
化
し
て
い
る
。

ま
た
高
須
輪
中
の
馬
目
村（
岐
阜
県
海
津
郡
海
津

田舟型堀田空中写真―浅草輪中（大垣市浅草）―（1947年米軍撮影）
『大垣市遺跡詳細分布調査報告書―人文地理学編―』大垣市、1997年より

田舟型堀田復元図―浅草輪中（大垣市浅草）―（地籍図より伊藤安男作成）
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清
水
の
お
菊

江
南
市

話
の
小
箱 
民 

弊誌では、読者のみなさんの声で構成するコーナーを
企画しています。身近で起こった出来事、地域の情報など
をお知らせください。

木曽川のコハクチョウが例年より早く北へ帰っていき
ました。今年は去年の半分の11羽しか確認されませんで
した。数が減っている原因が気にかかります。
今号の編集にあたって、江南市のみなさん及び伊藤安男

氏に大変お世話になりました。お礼申し上げます。
次回は、桑名郡長島町を特集します。

木曽川文庫ホームページ
http://www.kisogawa-bunko.cbr.mlit.go.jp

宛先 「KISSO」編集　FAX.（0567）24-5166

風
雲
急
を
告
げ
る
幕
末
の
こ
ろ

前
野
と
い
う
集
落
で
は
、
年
中
こ
ん
こ
ん
と
清
水
が
湧
き
出
し
て
い
ま
し
た
。

澄
み
き
っ
た
清
水
は
、

「
前
野
の
清
水
」と
か「
井
出
の
清
水
」と
か
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
こ
ろ
の
清
水
の
辺
り
は
、
一
面
を
ス
ス
キ
や
ア
シ
が
埋
め
尽
く
し
、

昼
で
さ
え
恐
ろ
し
い
よ
う
な
と
こ
ろ
。

さ
や
さ
や
と
野
を
渡
る
風
に
入
り
交
じ
る
よ
う
に
、

女
の
か
ぼ
そ
い
泣
き
声
が
聞
こ
え
て
く
る
と
、

人
々
は
恐
ろ
し
げ
に
語
り
合
っ
て
い
ま
し
た
。

泣
き
声
の
主
は
、
お
菊
と
い
う
、
と
て
も
美
し
い
娘
で
し
た
。

り
り
し
い
青
年
武
士
と
恋
に
落
ち
、
そ
の
仲
は
人
も
う
ら
や
む
ほ
ど
で
し
た
。

し
か
し
、
女
心
と
秋
の
空
。

美
貌
の
お
菊
に
は
、
他
に
も
想
い
を
寄
せ
る
青
年
も
あ
り
、

い
つ
し
か
お
菊
は
心
変
わ
り
を
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

そ
ん
な
心
変
わ
り
に
気
づ
い
た
青
年
武
士
は
、

お
菊
の
心
を
自
分
へ
引
き
寄
せ
よ
う
と
し
ま
し
た
が
、
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

深
く
心
に
傷
を
負
っ
た
青
年
武
士
は
や
が
て
悪
鬼
と
な
り
、

寂
し
げ
な
ス
ス
キ
野
を
行
く
お
菊
を
待
ち
ぶ
せ
て
あ
や
め
、

前
野
の
清
水
に
投
げ
こ
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
が
あ
っ
て
か
ら
、

清
水
で
は
哀
し
げ
な
女
の
泣
き
声
と
と
も
に
、

お
菊
の
亡
霊
が
現
れ
る
と
い
う
噂
が
た
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

「
恐
ろ
し
い
ぞ
、
前
野
の
清
水
、
死
ん
だ
お
菊
が
化
け
て
で
る
」

人
々
は
こ
う
口
々
に
さ
さ
や
き
あ
い
、

お
菊
の
物
語
を
伝
え
て
き
ま
し
た
。

現
在
、
前
野
の
清
水
は
枯
れ
て
し
ま
い
、

清
水
の
跡
に
は
悲
恋
の
お
菊
を
見
守
る
よ
う
に
、

お
地
蔵
さ
ま
が
ポ
ツ
ン
と
立
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
江
南
市
で
は「
前
野
の
清
水
」を
活
用
し
た

「
し
み
ず
公
園
」が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。


